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今月号の主な内容

第31回斎王まつり禊（みそぎ）の儀の様子。
詳しくは本紙10～11頁をご覧ください。

●まちの話題：町制55周年記念式典・記念講演会……………2P～
●第31回斎王まつりなど………………………………………10P～
●ひと・まち・ふれあい企画　手作り教室などのご案内………12P～
●各種スポーツ教室参加者募集ほか…………………………16P
●明和町行政チャンネル番組表ほか…………………………20P

年年

月号7
2013

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容・時間等を予告なく変更する場合があり
ますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容

午前６
７
８
９
10
11

６月２７日（木）～
７月４日（木）

７月４日（木）～
７月１１日（木）

●明和ニュース：①双葉幼稚園 茅の輪くぐり、
　　　　　　　②社会を明るくする運動 法務大臣メッセージ伝達、ほか
●明 和 コ ラム：第３回みに･みに運動会
●特　　　　集：めいわ防災情報１～５

●明和ニュース：①前野の浅間行事、
　　　　　　　②第３８回三重県少年剣道練成大会、ほか
●明 和 コ ラム：シリーズまちかど博物館「呑海工房」
●特　　　　集：町内小学校運動会（大淀・下御糸・斎宮・修正）

７月１１日（木）～
７月１８日（木）

●明和ニュース：①大淀ふれあいキャンプ場安全祈願祭、
　　　　　　　②有爾中の天王踊り･羯鼓(かんこ)踊り、ほか
●明 和 コ ラム：三重県知事と明和町長の１－１対談
●特　　　　集：明和町老人クラブ連合会 ミニ運動会

●明和ニュース：①上村の天王祭、
　　　　　　　②蓑村の虫送り、ほか
●明 和 コ ラム：めいわ防災情報７
●特　　　　集：町長定例記者会見

７月１８日（木）～
７月２５日（木）

７月２５日（木）～
８月１日（木）

●明和ニュース：①三重県知事と明和町長の１－１対談、
　　　　　　　②明和町老人クラブ連合会 ミニ運動会、ほか
●明 和 コ ラム：めいわ防災情報６
●特　　　　集：町長定例記者会見
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

明和町行政チャンネル番組表 〈6月27日（木）～8月1日（木）〉

※放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後０時）に更新します。

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検



まちの話題
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）

－明和町は9月で町制施行５５周年－
記念式典・講演会を開催します

本年度は昭和33年9月3日の明和町制施行から55周年にあたります。
これを記念して、次のとおり明和町町制施行55周年記念式典・記念講演会（兼 福祉と人権のまちづくり講演会）

を開催します。

日時　平成25年9月8日（日）
場所　明和町立中央公民館大集会場

記 念 式 典：午後1時～（開場：正午）
記念講演会：午後2時～3時30分

演題　みんなちがって、みんないい
講師　乙

おと

武
たけ

　洋
ひろ

匡
ただ

さん

○注意事項
・記念式典並びに講演会への参加については原則として往復はがきでの事前申込みが必要となります。（応募者多

数の場合は抽選）
・参加できる方は明和町民の方とさせていただき、はがき１枚につき１家族２名までとさせていただきます。
　（２名で申込みされる場合は必ず参加者両名の氏名をご記入ください）
・申し込みについてはお一人様1枚のみ有効とさせていただきます。
・出席については当日の午後0時50分までに着席していただきます。
・講演会と式典は引き続いて行うため、講演会のみの参加はできません。
・講演会は、写真撮影、録画・録音等一切厳禁とします。また、携帯電話はマナーモードか電源を切っていただ

く必要があります。
・手話通訳が必要な方は、別途防災企画課まで直接ご連絡をお願いします。
・駐車場は中央公民館前駐車場、役場職員駐車場、多気郡農協本店前駐車場を予定しておりますが、なるべく乗

り合わせのうえご来場ください。
○入場料　無料
○募集予定人数　500名
○参加申込み方法
　往復はがき記入例（別表）を参考に7月8日（月）～8月8日（木）【必着】に、下記あてにご応募ください。
　　〒515-0332　明和町大字馬之上945　明和町 防災企画課　あて　

○申し込み結果の発表
　発表は返信はがきによりお知らせします。（当選の有無にかかわらず申込者全員に8月20日頃に発送予定です。）
※詳しくは防災企画課企画情報係（☎52・7112）までお問い合わせください。

何も書かないで

ください。

抽選結果を印刷して

返送します。

5 21 35 30
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５

申込者の

①郵便番号

②住所

③氏名

④もう１名の

　ご家族の氏名

【２名で申し込みの

　場合のみ】

⑤電話番号

を記入してください

申込者の

①郵便番号

②住所

③氏名

を記入してください

【往信 表】（別表）

往復はがき記入例

【返信 裏】 【返信 表】 【往信 裏】

【講師略歴】
　東京都出身の37歳。
　自分の経緯をユーモラスに綴った
500万部を超す大ベストセラー「五
体不満足」の著者。
　スポーツライターを経て小学校教
諭として3年間勤務。教員時代のエピ
ソードを生かした初の小説「だいじ
ょうぶ3組」（講談社）を発表し、映
画化もされるなど教育現場で得た経
験を発信していく活動も行っている。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。まちの話題
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）

上村の天王祭

■日時　7月13日（土）　子どもみこし＝午後４時〜、

　花火＝午後7時30分〜（小雨決行）

■場所　上村地内

算所の祇園祭り

■日時　7月13日（土）　午後7時〜（予定、小雨決行）

■場所　算所地内

蓑村の虫送り�

■日時　7月13日（土）

　午後7時〜（小雨決行、

雨天の場合は翌14日

（日）に順延）

■場所　蓑村地内　とづ

か会館前〜鳥墓神社前

有爾中の天王踊り（羯鼓踊り）�

■日時　7月14日（日）

午後1時〜（雨天決

行）

■場所　宇爾桜神社

大淀ぎおん祭と花火大会�

■日時　8月3日（土）

　午後1時〜10時（雨天

の場合は翌4日（日）

に順延）

■場所　大淀地内・大

淀漁港

ふるさとの主な夏祭り・伝統行事

町
内
の
全
自
治
会
長
が
集
い
、

町
行
政
の
説
明
や
意
見
交
換
を
行

う
「
平
成
25
年
度
全
町
自
治
会
長

会
」
が
５
月
30
日
、
中
央
公
民
館

大
集
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
各
自
治
会
長
を
は

じ
め
、
町
議
会
議
員
・
行
政
関
係

町
の
事
務
・
事
業
の
説
明
や
事
業
現
場
の

見
学
な
ど

【
平
成
25
年
度 

全
町
自
治
会
長
会
】

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
。
町

長
、
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
な

ど
に
続
い
て
、
町
各
課
の
紹
介
や

事
務
・
事
業
の
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
伊
勢
広
域
清
掃
工
場

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全町自治会長会の様子

各小学校 ･ 幼稚園で運動会
5月18日、良い天気に恵まれたなか、町内の4小学校と1幼稚園

で運動会が開催されました。

下御糸小学校の開会式では、6年生の原　絢音さんが元気に児童

代表宣言をしたのち、100メートル走などの競技が行われ、大淀小

学校では、1・2年生がボードを

めくる競争をして元気に走り回

っていました。また、修正小学校

では老人会のみなさんと1・2年

生による玉入れも行われ、斎宮小

学校では5・6年生による組体操

などの競技も行われるなど、日ご

ろの練習の成果が発揮された1日

となりました。

「100 メートル走」下御糸小学校

「めくるんジャー」大淀小学校「紅白玉入れ」修正小学校

「未来への架け橋（組体操）」斎宮小学校

下御糸小学校での開会式

3



５
月
25
日
、
明
和
町
ギ
タ
ー
を

楽
し
む
会
（
奥
浦
敏
夫
代
表
）
主

催
の「
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
・

ギ
タ
ー
の
し
ら
べ
」
が
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
同
会

か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
の
純
益
12
万
円

を
明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
純
益
を

福
祉
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
目
的

で
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
５
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
約
２
６
０
人
が
来
場

し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
披
露
が
あ
っ
た
後
に
、
同
会
の
奥

浦
代
表
を
は
じ
め
、
会
員
の
み
な
さ

ん
ら
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
独

奏
、
二
重
奏
、
合
奏
や
歌
を
披
露
。

ギ
タ
リ
ス
ト
の
広
垣
進
さ
ん
の
ギ
タ

ー
演
奏
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
を
訪

れ
た
皆
さ
ん
を
魅
了
し
ま
し
た
。チャリティコンサートの様子

（写真は明和町ギターを楽しむ会提供）

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

の
純
益
12
万
円
を
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付

【
明
和
町
ギ
タ
ー
を
楽
し
む
会
】

児童扶養手当制度

　児童扶養手当制度は、父母の離婚などによって、父親または
母親と生計を同じくしていない児童を養育している一人親家庭
などを対象に、手当を支給する制度です。
■児童扶養手当の対象者
　次の条件に該当する児童（18 歳に達する日以後の最初の 3
月 31 日まで）を扶養している父または母や、その父または母
に代わってその児童を養育している人
■条件
①父母が離婚した後、父または母と生計を同じくしていない児
童、②父または母が死亡した児童、③父または母が重度の障が
いの状態にある児童、④父または母の生死が明らかでない児童、
⑤父または母から 1年以上遺棄されている児童、⑥父または
母が 1年以上拘禁されている児童、⑦母の婚姻によらないで
生まれた児童、⑧父母ともに不明である児童
※�児童扶養手当を受給できない場合＝①父または母の死亡を理
由とする公的年金を受給している場合、②労働基準法などの
規定による遺族補償を受けている場合、③児童入所施設また
は里親に委託している場合など
■手当月額
　手当の全額を受給できる場合、月額 4万 1430 円です。手当
の一部を受給できる場合は、前年の所得額に応じて計算され、
月額 4万 1420 円から 9780 円の範囲で決定します。児童が 2
人の場合は、前記金額に 5000 円の加算、3人目以降は児童が
1人増えるごとに 3000 円ずつ加算します。
※平成 25 年 10 月分から手当月額が変更になります。

【変更後】全部支給＝ 4万 1140 円、一部支給＝ 4万 1130 円か
ら 9710 円
■現在支給されてみえる方へ
　毎年 8月 1日から 8月 31 日までの間に届け出て、支給要件

の審査を受けてもらうことになっています。関係書類を７月末
頃に送付しますので、期日までに提出をお願いします。

特別児童扶養手当制度

　特別児童扶養手当制度は、身体や精神に障がいのある 20 歳
未満の児童を養育している人を対象に、手当を支給する制度で
す。
■特別児童扶養手当の支給対象者
　身体や精神に障がい（おおむね身体障害者手帳 3級以上・療
育手帳Ｂ＝中度以上）のある児童の父もしくは母、または父母
に代わって児童を養育している人。このほか、身体障害者手帳
をお持ちでない場合でも、医師の診断書で同程度の障がいがあ
ると認定された場合は、手当を支給します。
※�特別児童扶養手当を受給できない場合＝①障がいを理由とす
る公的年金を受給している場合、②児童入所施設などに入所
している場合など
■手当月額
　障がいの程度に応じて 1級と 2級に規定されています。月
額は 1級＝ 5万 400 円、2級＝ 3万 3570 円です。
※手当月額が１０月分から変更になります。

【変更後】1 級＝ 5万 50 円、2級＝ 3万 3330 円
■現在支給されてみえる方へ
　毎年 8月 10 日から 9月 11 日までの間に届け出て、支給要
件の審査を受けてもらうことになっています。関係書類を 8月
上旬に送付しますので、期日までに提出をお願いします。

※�児童扶養手当・特別児童扶養手当は、町福祉子育て課での手
続きと県知事の認定後、原則申請日の翌月分から手当を支給
します。ただし、所定の所得制限によって、支給対象外とな
る場合がありますのでご注意ください。詳しくは、福祉子育
て課福祉係（☎ 52・7115）へお問い合わせください。

【児童扶養・特別児童扶養手当制度】　各申請は福祉子育て課まで

平成２４年度全国大会等
出場者の結果報告

平成 24 年 12 月～平成 25 年３月に町長

の激励を受けて、全国大会・国際親善大会

で健闘された皆さんの結果を報告します。

個人の部� （順不同、敬称略）

名　　前 住所 競技名 結果

松本　康奨 斎宮
第26回　全国都道府県対抗

中学バレーボール大会

予戦

敗退

森本　圭祐 上村
第26回　全国都道府県対抗

中学バレーボール大会

予戦

敗退

水野　力槻 馬之上
第26回　全国都道府県対抗

中学バレーボール大会

予戦

敗退

松下　華菜 中村
国際親善大会

（オーストラリア）
優勝

深瀬凌太郎 斎宮
第43回

日本少年野球春季全国大会

２回戦

敗退

くらし
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

１ 次 試 験 の
申込受付期間は
７月１日～３１日

明

和

町

職

員

採

用

試

験

の

お

知

ら

せ

総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）

明
和
町
で
は
、
平
成
26
年
度
採

用
予
定
の
明
和
町
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
職
種
、
採
用
予
定
人
数
】

■
事
務
職
員
＝
３
人
、
技
術
（
土

木
）
職
員
＝
１
人
、
保
育
士
（
兼

幼
稚
園
教
諭
）
＝
２
人
、
調
理
師

（
給
食
調
理
員
）
＝
２
人

【
受
験
資
格
】

■
事
務
職
員
＝
①
昭
和
63
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

卒
業
以
上
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

人
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
合
格
者
を
含
む
）、
②
採
用
後

通
勤
可
能
な
人

■
技
術
（
土
木
）
職
員
＝
①
昭
和

63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
等
学
校
卒
業
以
上
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
（
高
等
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
合
格
者
を
含
む
）、

②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

■
保
育
士（
兼
幼
稚
園
教
諭
）＝
①

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
保
育
士
資
格
証
明
書

及
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る

人
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
末
日
ま

で
に
両
方
の
資
格
を
取
得
見
込
み

の
人
、
②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

■
調
理
師
（
給
食
調
理
員
）
＝
①

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
調
理
師
免
許
を
有
す

る
人
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
末
日

ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み
の

人
、
②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

■
各
職
種
共
通
事
項
　
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
①
成
年

被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
、
②

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
人
、
③
日
本
国
憲
法
ま

た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を

暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人
、
④

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
た
だ

し
、
日
本
国
で
の
永
住
者
ま
た
は

特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
を
有
す

る
場
合
は
除
く
※
注
１
）
※
注

１
＝
外
国
籍
の
人
は
、
採
用
後
に

公
権
力
の
行
使
ま
た
は
公
の
意
志

の
形
成
へ
の
参
画
に
た
ず
さ
わ
る

職
に
は
任
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
試
験
日
、
場
所
】

■
一
次
試
験
（
統
一
試
験
）
＝
９

月
22
日（
日
）
三
重
県
立
松
阪
工

業
高
等
学
校

■
二
次
試
験
＝
10
月
20
日（
日
）

明
和
町
中
央
公
民
館

【
試
験
方
法
】

■
一
次
試
験
　
①
事
務
職
員
＝
教

養
試
験
、
②
技
術（
土
木
）職
員
＝
教

養
試
験
・
専
門
試
験（
土
木
）、
③
保

育
士
（
兼
幼
稚
園
教
諭
）
＝
教
養
試

験
・
専
門
試
験（
保
育
士
）、
④
調
理

師（
給
食
調
理
員
）＝
教
養
試
験

■
二
次
試
験
　
①
事
務
職
員
＝
作

文
・
面
接
、
②
技
術
（
土
木
）
職

員
＝
作
文
・
面
接
、③
保
育
士
（
兼

幼
稚
園
教
諭
）
＝
作
文
・
面
接
・

実
技
、
④
調
理
師
（
給
食
調
理

員
）
＝
作
文
、
面
接
、
実
技

【
採
用
、
給
与
、
勤
務
時
間
】

■
採
用
予
定
日
　
平
成
26
年
４
月

１
日

■
給
与
等
　
明
和
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
規
定
に
基
づ

く
給
料
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、

通
勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
等

の
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
勤
務
時
間
等
　
お
お
む
ね
平
日

（
月
曜
日
～
金
曜
日
）
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、

１
日
に
つ
き
７
時
間
45
分
（
休
憩

時
間
を
除
く
）
で
す
。
ま
た
、
１

年
に
つ
き
20
日（
採
用
年
は
15
日
）

の
年
次
有
給
休
暇
の
ほ
か
、
特
別

休
暇
が
あ
り
ま
す
。

【
一
次
試
験
受
験
手
続
等
】

■
受
験
申
込
書
の
請
求
　
受
験
申

込
書
は
、
役
場
総
務
課
で
７
月
１

日
（
月
）
か
ら
交
付
し
ま
す
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）。

※
受
験
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
、
表
面
に
「
職
員
採
用

試
験
申
込
書
希
望
」の
文
字
と「
受

験
職
種
」を
朱
書
き
し
た
封
筒
に
、

必
ず
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
、

返
信
先
を
明
記
の
う
え
１
４
０
円

分
の
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
）
と

連
絡
先
電
話
番
号
を
明
記
し
た
メ

モ
を
必
ず
同
封
し
、
明
和
町
総
務

課
（
〒
５
１
５
│

０
３
３
２
　
明

和
町
大
字
馬
之
上
９
４
５
）
へ
郵

送
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
子
メ
ー
ル
で
の
請
求
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
　
受
験
申
込
書
交
付

の
際
に
、詳
し
く
ご
案
内
し
ま
す
。

■
申
込（
受
付
）期
間
　
７
月
１
日

（
月
）
か
ら
31
日
（
水
）
ま
で
（
期

限
厳
守
。
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除

く
。
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
）。

■
受
験
案
内
書
　
受
験
申
込
書
交

付
の
際
に
併
せ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

■
一
次
試
験
合
格
発
表
　
10
月
中

旬
ま
で
に
、
合
否
に
関
わ
ら
ず
受

験
者
全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

【
二
次
試
験
の
案
内
等
】

二
次
試
験
の
案
内
は
、
一
次
試

験
合
格
者
に
送
付
し
ま
す
。な
お
、

一
次
試
験
合
格
者
に
は
、
10
月
16

日
（
水
）
ま
で
に
、
総
務
課
に
次

の
書
類
（
各
１
通
）
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
事
務
職
員
＝
①
最
終
学
校
の
卒

業
ま
た
は
見
込
証
明
書
、
②
最
終

学
校
の
成
績
証
明
書

■
技
術
（
土
木
）
職
員
＝
①
最
終

学
校
の
卒
業
ま
た
は
見
込
証
明

書
、
②
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

■
保
育
士
（
兼
幼
稚
園
教
諭
）
＝

①
最
終
学
校
の
卒
業
ま
た
は
見
込

証
明
書
、
②
最
終
学
校
の
成
績
証

明
書
、
③
保
育
士
免
許
証
等
の
写

し
ま
た
は
取
得
見
込
証
明
書
、
④

幼
稚
園
教
諭
免
許
証
等
の
写
し
ま

た
は
取
得
見
込
み
証
明
書

■
調
理
師
（
給
食
調
理
員
）
＝
①

最
終
学
校
の
卒
業
ま
た
は
見
込
証

明
書
、
②
最
終
学
校
の
成
績
証
明

書
、
③
調
理
師
免
許
証
の
写
し
ま

た
は
取
得
見
込
証
明
書

※
取
得
見
込
み
を
要
件
と
し
て
受
験

し
た
人
が
、
所
定
の
時
期
ま
で
に
資

格
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
☎
52
・

７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険 

各
種
手
続
き
の
お
知
ら
せ

高
額
療
養
費
制
度                   

の
更
新
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

限
度
額
適
用
認
定
証

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

対
象
と
な
る
人
に
は
、
７
月
下

旬
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。

【
高
齢
受
給
者
証
と
は
】

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
70
歳
に
な
る
誕
生
日
の

翌
月
１
日
（
誕
生
日
が
１
日
の
人

は
そ
の
月
）
か
ら
、
医
療
機
関
で

受
診
す
る
場
合
、
前
年
（
１
月
１

日
〜
７
月
31
日
は
前
々
年
）
の
所

得
状
況
に
応
じ
、
医
療
費
の
負
担

割
合
が
２
割
（
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
は
１
割
）
ま
た
は
３
割
に

な
り
ま
す
。

※
同
世
帯
の
高
齢
者
の
国
民
健
康

保
険
加
入
状
況
に
異
動
が
あ
る
と

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

制
度
に
は
、
後
日
に
高
額
療
養
費

を
申
請
す
る
制
度
の
ほ
か
、
限
度

額
適
用
認
定
証
の
提
示
に
よ
っ
て

「
窓
口
で
の
医
療
費
等
の
支
払
い

を
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
と
す
る

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
提
示
す
る
と
、
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
一
定
の

自
己
負
担
額
は
、
被
保
険
者
の
前

年
所
得
や
、
世
帯
の
課
税
状
況
に

よ
っ
て
段
階
的
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
事
前

に
各
認
定
証
の
交
付
を
申
請
し
、

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
お

持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日（
水
）
で
す
。
引
き
続
き
、
認

定
証
が
必
要
な
人
や
新
た
に
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
長
寿
健
康
課
健
康

ほ
け
ん
係
の
窓
口
で
認
定
証
の
更

新
・
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
認
定
証
の
種
類

①
70
歳
未
満
の
人
　
住
民
税
課
税

世
帯
＝
限
度
額
適
用
認
定
証
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
＝
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

※
未
納
の
保
険
税
が
あ
る
場
合
に

は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
70
歳
以
上
の
人
　
住
民
税
非
課

税
世
帯
＝
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証

■
申
請
場
所
　
長
寿
健
康
課
健
康

ほ
け
ん
係

■
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　

国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
認
定
証
は

回
収
い
た
し
ま
す
の
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
健
康

ほ
け
ん
係
（
☎
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
の
う
ち
、
70
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢

受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日（
水
）
で
す
。

国
民
健
康
保
険

 

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を

対
象
者
あ
て
送
付

き
や
、
所
得
状
況
に
更
正
が
あ
る

と
き
は
、
負
担
割
合
が
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
所
得
区
分
の
判
定
基
準
に
つ
い

て
な
ど
、
詳
し
く
は
長
寿
健
康

課

健
康
ほ
け
ん
係
（
☎
52
・

７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
・
税

額
は
左
記
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。（
広
報
４
月
号
に
も
掲
載
）

　
７
月
の
本
算
定
分
か
ら
税
額
に

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
・

税
額
の
改
正
に
つ
い
て

反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

の
方
は
10
月
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。

　
本
算
定
分
の
通
知
は
７
月
中
旬

に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
世
帯
（
※
）
の
平

等
割
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
５
年

間
を
２
分
の
１
に
減
額
す
る
現
行

の
措
置
に
加
え
、
そ
の
後
３
年
間

は
４
分
の
３
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
※
特
定
世
帯
と
は
、
75
歳
に
到

達
さ
れ
る
方
が
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
１
人
と
な
る
世
帯
を

い
い
ま
す
。）

国民健康保険税の税率・税額改正の内容（再掲）

改正前 改正後 比較

医療分

所得割 4.67％ 4.67％ －

資産割 32.00％ 32.00％ －

均等割 23,500円 23,500円 －

平等割 22,000円 22,000円 －

賦課限度額 510,000円 510,000円 －

後期高

齢者支

援金分

所得割 1.25％ 2.33％ 1.08％

資産割 8.05％ 12.82％ 4.77％

均等割 6,500円 10,200円 3,700円

平等割 5,200円 8,100円 2,900円

賦課限度額 140,000円 140,000円 －

介護分

所得割 1.00％ 1.91％ 0.91％

資産割 7.90％ 11.76％ 3.86％

均等割 7,000円 10,500円 3,500円

平等割 4,300円 5,800円 1,500円

賦課限度額 120,000円 120,000円 －

所得割額…�控除後の所得金額の合計額に乗じる率です。

資産割額…�土地及び家屋にかかる固定資産税額に乗じる率

です。

均等割額…被保険者一人当たりの額です。

平等割額…一世帯当たりの額です。

賦課限度額…�算出した一年間の国保税が条例で定められた

額を超えるときに、その額で打ち切る額です。

国民健康保険税の負担内容（変更なし）

40歳未満の人 医療分＋後期高齢者支援金分　

40歳以上65歳

未満の人

医療分＋後期高齢者支援金分＋

介護分

65歳以上75歳

未満の人

医療分＋後期高齢者支援金分

くらし
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

　７月から「国民健康保険特定健康診査」と「後期高齢者健康診査（７５歳～）」が始まります。対象となる人には、受診券等を６月末に送
付します。各健康診査の内容等について、詳しくは下表をご覧ください。

国民健康保険 特定健康診査(40〜74歳) 、後期高齢者 健康診査を受けましょう！

※受診時点で、ほかの健康保険（協会けんぽ、企業の健康保険組合による健康保険、船員保険、公務員の共済組合など）に移られた人は、
受診券をお持ちの場合でも国民健康保険・後期高齢者医療の健康診査は受診できません。
※特定健康診査などについて、国民健康保険・後期高齢者医療以外の健康保険に加入されている人やその被扶養者の人は、それぞれの医療
保険者にお問い合わせください。

〜各健康診査の実施期間は７月〜１１月末　お早めに受診を〜
■国民健康保険 特定健康診査、後期高齢者 健康診査の受診方法早見表

健 康 診 査 種 類 国民健康保険　特定健康診査 後期高齢者　健康診査

対 象 者
明和町国民健康保険に加入している
40〜74歳の人　　　　　　　　

後期高齢者医療制度に加入している人

実 施 期 間

①個別健診 ( 医療機関で健診）：平成 25 年 7月 1日（月）〜11月30日（土）
②集団健診 
　1回目：7月 18日（木）…受診申し込みは 7月 12日（金）までに（定員 60 人になり次第締め切り）
　2回目：9月 11日（水）…受診申し込みは 9月 6日（金）までに（定員 60 人になり次第締め切り）
　3回目：10 月 7日（月）…受診申し込みは 9月 24日（火）までに（定員 60 人になり次第締め切り）
　4回目：11 月 17日（日）…受診申し込みは 11 月 13日（水）までに（定員 60 人になり次第締め切り）
　※いずれの回も、時間は午前 8時 30 分〜 11 時、場所は明和町保健福祉センターです。

受 診 券 等
明和町から対象者あてに送付します。
※平成 25 年 9 月 1 日から 11 月 30 日までに 75 歳になる
人は、誕生日前日までに受診してください。

三重県後期高齢者医療広域連合から対象者あてに送付します。
※平成25年5月1日から8月31日までに75歳になる人は、
誕生月によって受診券等の送付時期が異なります。

健 診 内 容

①基本的な項目（全員が受ける項目）
　身体計測（身長、体重、BMI、腹囲）、血液検査（脂質、血糖、肝機能、腎機能、尿酸）、
　血圧測定、検尿、問診、視触診
②詳細な項目（一定の基準のもと、医師の判断によって実施）
　心電図、貧血、眼底検査

健 診 料 金
①個別健診＝ 1，000 円
②集団健診＝　500 円

①住民税課税世帯＝ 500 円
②住民税非課税世帯＝ 200 円

健診時の持ち物
特定健診受診券または後期高齢者健診受診券、被保険者証（健康保険証）、質問票（受診券等と一緒に送付）、自己負担金
※個別健診の場合、前年度の健診結果（お持ちの人のみ）

問 い 合 わ せ 先 明和町 長寿健康課（☎52・7116）
①明和町 長寿健康課（☎52・7116）
②三重県後期高齢者医療広域連合（☎059・221・6884）

柔道整復師の施術を受けられる方へ
対象となる負傷
◆医師や柔道整復師の診断又は判断により、急性又は亜急性の外傷性の骨折、脱臼、打撲及び捻挫で、内科的原因による疾患ではないもの
国民健康保険、後期高齢者医療保険を使えるのはどんなとき
◆医師や柔道整復師に、骨折、脱臼、打撲及び捻挫等（いわゆる肉ばなれを含む。）と診断又は判断され、施術を受けたとき。（骨折及び脱
臼については、応急手当をする場合を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要です。）
◆骨・筋肉・関節の怪我や痛みで、その負傷原因がはっきりしているとき。
　●主な負傷例
・日常生活などで転んで膝を打ったり、足首を捻ったりして急に痛みがでたとき
※医師や柔道整復師の診断又は判断等により健康保険等の対象にならないものの例
・単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こりや筋肉疲労。
・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善のみられない長期の施術。
・保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷等の治療中のもの。
・労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷。
治療を受けるときの注意
◆健康保険は治療を目的としたものであり、上記※のように健康保険等の対象にならない場合もありますので、負傷の原因は正確にきち
んと伝えましょう。
◆療養費は、本来患者が費用の全額を支払った後、自ら保険者へ請求を行い支給を受ける「償還払い」が原則ですが、柔道整復について
は、例外的な取り扱いとして、患者が自己負担分を柔道整復師に支払い、柔道整復師が患者に代わって残りの費用を保険者に請求する
「受領委任」という方法が認められています。このため、多くの接骨院等の窓口では、病院・診療所にかかったときと同じように自己
負担分（1割又は 3割）のみ支払うことにより、施術を受けることができます。
◆「受領委任」の場合は柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を行うため、施術を受けたときは、柔道整復施術療養費支給申請書の
受取代理人欄（住所、氏名、委任年月日）に原則患者の自筆による記入が必要となります。
◆施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられますので、医師の診察を受けましょう。
◆医療費控除を受ける際に領収書が必要となりますので、大切に保管しましょう。

治療内容について保険者よりお尋ねすることがあります
施術日や施術内容等について照会させていただく場合があります。
柔道整復師にかかったときは、負傷部位、施術内容、施術年月日の記録、領収証等を保管し、照会がありましたら、ご自身で回答で
きるようご協力をお願いします。

詳しくは長寿健康課（☎ 52・7116）へお問い合わせください。

くらし
広報めいわ            ７月号平成25 年

(2013 年 )
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明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
を
は
じ
め
、
家
族
や
支
援
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
専
門
の
相
談
支

援
員
に
よ
る
電
話
・
面
談
相
談
や
訪
問
、
相
談
支
援
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
利
用
対
象
　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
、
そ
の
家
族
・
支
援
関
係
者
　

■
支
援
等
の
内
容
　
①
日
常
生
活
全
般
の
相
談
、
②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
援
助
（
情
報
提
供
と
申
請
手
続
き

の
支
援
）、
③
専
門
関
係
機
関
（
病
院
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
特
別
支
援
学
校
等
）
の
紹
介
と
連
携
、
④
支
援
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等  

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
　
明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

■
開
設
日
時
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
明
和
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
52
・
７
１
２
７
、

52
・
７
１
２
８
、

sh
ien
@
to
w
n
.m
eiw
a.m
ie.jp

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 【
成
年
後
見
制
度
学
習
会
を
行
い
ま
す
】

～
成
年
後
見
制
度
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？
誰
が
ど
ん
な
時
に
利
用
で
き
る
の
？
～

　
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
こ
♪
で
は
「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容
　『
制
度
を
知
る
～
成
年
後
見
制
度
と
は
～
』

■
講
師
　
市
川
知
律
さ
ん
（
市
川
社
会
福
祉
士
事
務
所
　
取
締
役
）

■
日
時
　
7
月
6
日(

土)

　
午
後
1
時
30
分
～
講
演
会
　
＊
講
演
終
了
後
、
座
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
場
所
　
中
央
公
民
館
　
中
会
議
室
　
■
対
象
　
障
が
い
の
あ
る
人
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
支
援
に
関
わ
る
人
な
ど

■
参
加
費
　
無
料
　
■
申
し
込
み
期
限
　
7
月
3
日
（
水
）

■
申
し
込
み
先
、
問
い
合
わ
せ
先
　
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
こ
♪

☎
52
・
７
１
２
７
　

shien@
tow
n.m
eiw
a.m
ie.jp

 【
５
月
11
日
、「
こ
こ
サ
ロ
ン
」
で
餃
子
作
り
と
ボ
ッ
チ
ャ
を
し
ま
し
た
】

17
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
餃
子
作
り
と
ボ
ッ
チ
ャ
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
交
流
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い 

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
・
７
１
２
７
）

餃子づくり

ボッチャの様子

平成 25 年（2013 年）7 月 8 日から

外国人住民の方についても住民基本台帳ネットワークシステムの運用が開始されます。
　住基ネットの運用開始に伴い、外国人住民の方の住民票に住民票コードが記載され、平

成 25 年（2013 年）7月 8日以降に、その住民票コードを明和町から通知します。

　この通知は、外国人住民の方が属する世帯の世帯主様宛に通知します。（同一の世帯に

複数外国人住民の方がみえる場合はまとめて通知します。）

　　※�住民票コードは住基ネットにおいて全国共通の本人確認を行うにあたって必要不可

欠な、無作為の 11 桁の番号です。

　また、平成 25 年（2013 年）7月 8日から、外国人住民の方も以下のことができるよう

になります。

○お住まいの市区町村で住民基本台帳カード（住基カード）の交付を受けることができます。

○住所のある市区町村以外でも住民票の写しの交付を受けることができるようになります。

　（注）申請時に住基カード又は在留カード等の提示が必要です。

○�住基カードの交付を受けている方は、転入届の特例が受けられ、郵送等により転出届を

行うことで、引越し時の手続で市区町村の窓口に出向くのは、引越し先の一度で済むよ

うになります。

《参考》「住民基本台帳ネットワークシステムのホームページ」

　　　　「住民基本台帳カード総合情報サイト」

　詳しくは人権生活環境課　戸籍住民係（☎ 52・7114）までお問い合わせください。

くらし
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）

【７月は社会を明るくする運動強調月間】
7月は、第63回「社会を明るく

する運動〜犯罪や非行を防止し、

立ち直りを支える地域のチカラ〜」

強調月間です。社会を明るくする

運動は、すべての国民が、犯罪や

非行の防止と罪を犯した人たちの

更生への理解を深め、地域社会が

それぞれの立場で力を合わせ、犯

罪や非行のない明るい社会を築こ

うとする全国的な運動です。

強調月間中、明和町・多気町・

大台町の保護司の皆さんで構成す

る多気郡保護区保護司会では、各

種啓発活動の展開を予定していま

す。皆さんの暖かいご支援、そし

てご理解とご協力をお願いします。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

国民年金
のお知らせ

【
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
な
ど
】

国
民
年
金 

　
　
　
手
続
き
が
必
要
で
す

被
保
険
者

種
別
変
更

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
一
定
の
受
給
要
件
を
満
た
す

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で

す
。国

民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の

３
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
半
の
人
は
、
会
社
な
ど
に
勤

め
て
い
る
と
き
は
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
会

社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
場
合
は
「
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
（
第
１
号
被
保
険

者
該
当
）
届
」
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
明
和
町
役
場
長
寿
健
康
課

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
松
阪

市
宮
町
17
︱
３
）
で
所
定
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
配
偶
者
が
第
３
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
同
様

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
な
ど

を
離
職
し
た
と
き
や
、
65
歳
に

な
っ
た
と
き

②
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

る
な
ど
、
第
２
号
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
際
は
、
印

鑑
、
年
金
手
帳
、
退
職
し
た
日
が

わ
か
る
も
の
（
離
職
票
や
辞
令
な

ど
資
格
喪
失
日
を
証
明
す
る
も

の
）
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
の

種
別
変
更
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
明
和
町
役
場
長
寿

健
康
課
（
☎
52
・
７
１
１
６
）、

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
☎

０
５
９
８
・
51
・
５
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
５
０
４
０
円
で

す
。所

得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
全
額
免
除
・
一
部
納
付
】

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

【
平
成
25
年
度
保
険
料
月
額
１
万
５
０
４
０
円
】 

   

保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
、
猶
予
制
度

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
・
諸
要
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
納
付
が
「
全
額
免

除
」
ま
た
は
「
４
分
の
１
」「
半
額
」

「
４
分
の
３
」
の
一
部
納
付
と
な

り
ま
す
。

こ
の
免
除
な
ど
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま

す
。ま

た
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
一
部
が
そ

の
計
算
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

に
つ
い
て
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免
除
が

無
効
（
未
納
と
同
じ
扱
い
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
学
生
納
付
特
例
】

学
生
の
人
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

手
続
き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

【
若
年
者
納
付
猶
予
】

意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
全
額
免
除
・
一
部
納

付
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
全
額
納
付

に
比
べ
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
「
追
納
」
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
保
険
料
の

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
役
場
長
寿
健
康
課
（
☎
52
・

７
１
１
６
）、
ま
た
は
松
阪
年
金

事
務
所
（
☎
０
５
９
８
・
51
・

５
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

免
除
な
ど
さ
れ
た

         

保
険
料
の
追
納

①
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業

者
、
農
林
漁
業
者
、
会
社
を

離
職
し
た
人
な
ど
と
そ
の
配

偶
者

②
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年

金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
（
会
社
員
・
公
務
員

な
ど
）

③
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
（
年
収
１
３
０
万

円
未
満
）

くらし
広報めいわ            ７月号平成25 年

(2013 年 )
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第
31
回
斎
王
ま
つ
り
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
６
月
1
・
2
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
や
上
園
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
明
和
町
町
制
施
行
55
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
記
念
の
花
火
打
ち
上
げ
や

熱
気
球
係
留
フ
ラ
イ
ト
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
が
降
る
な
ど
天
候
が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
つ
り
に
は
、
両
日
で
延

べ
３
万
人
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
表
）
が
会
場
を
訪
れ
、
会
場
内
は
た
く
さ
ん

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

開会式

1
日
に
は
斎
宮
歴
史
博
物
館
を
会
場
に
「
前
夜
祭
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

斎
宮
歴
史
博
物
館
会
場
で
は
、
町
内
外
の
事
業
所
な
ど
が

特
産
品
を
販
売
す
る
「
斎
王
市
」
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
葦
舟

披
露
、
葦
笛
の
演
奏
の
後
に
開
会
式
が
行
わ
れ
、
斎
王
（
い

つ
き
）
の
舞
の
披
露
、
特
別
ゲ
ス
ト
松
阪
商
業
高
等
学
校
ギ

タ
ー
部
に
よ
る
演
奏
、
火
起
こ
し
の
儀
、
美
鈴
の
会
に
よ
る

舞
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
夜
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
斎
王
群
行
出
演
者
に
よ

る
伊
勢
物
語
の
ア
レ
ン
ジ
劇
が
行
わ
れ
た
後
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
出
演
者
が
次
々
に
紹
介
さ
れ
、
主

役
の
斎
王
が
登
場
す
る
と
、
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
前

夜
祭
の
幻
想
的
な
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

祭
夜

前

第
31
回
斎
王
ま
つ
り
開
催

�
 

【
約
３
万
人
が
来
場
】

披露された葦舟

明和太鼓

葦笛の演奏松阪商業高等学校ギター部の演奏

いつきの舞

斎王登場

美鈴の会の舞
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２
日
に
は
斎
王
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
行
事
「
斎
王
群
行
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
で
は
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
伊
勢
学
園
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
演
奏
、
大
正
琴
の

演
奏
な
ど
の
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
「
斎
王
市
」
へ
特
産
品
な
ど
を
求
め
る
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
上
園
公
園
で
行
わ
れ
た
禊
（
み
そ
ぎ
）
の
儀
で
は
、
皇
学
館
大
学
雅
楽
部
に
よ
る
演
奏

が
あ
り
、
発
遣
（
は
っ
け
ん
）
の
儀
の
後
、
本
年
度
の
斎
王
役
（
古
川
み
ゆ
き
さ
ん
（
四
日
市
市
））

ら
約
１
２
０
人
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
斎
王
群
行
」
が
斎
宮
歴
史
博
物
館
に
向
け
て
出
発
し
、
十
二

単
（
ひ
と
え
）
を
身
に
ま
と
っ
た
斎
王
が
、葱
華
輦
（
そ
う
か
れ
ん
）
と
い
う
輿
（
こ
し
）
に
乗
り
、

旧
参
宮
街
道
を
経
由
し
て
、
約
１
・
７
キ
ロ
の
道
の
り
を
厳
か
に
群
行
し
ま
し
た
。

沿
道
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
群
行
に
向
け
て
盛
ん
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
り
と
、

雅
や
か
な
王
朝
絵
巻
の
再
現
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
で
い
つ
き
の
舞
に
よ
る
出
迎
え
が
行
わ
れ
る
な
か
群
行
が
到
着
す
る
と
、
社
頭
の

儀
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
出
演
者
が
勢
揃
い
し
て
終
了
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
群
王

斎

めい姫も熱気球に搭乗緑のまちづくり推進委員会による花苗の配布

伊勢学園高等学校の吹奏楽演奏

明和中学校による展示・体験

発遣の儀を終えた斎王

メイン会場に斎王登場

大正琴の演奏

群行に出発する子ども斎王

群行がメイン会場へ到着
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5
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ
ー
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
り
の
申
し
込
み
に
つ
き
、

１
人
分
の
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
人
権
セ
ン
タ
ー
（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　
７
月
11
日
は「
世
界
人
口
デ
ー
」

で
す
。

　
１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
７

月
11
日
に
世
界
の
人
口
が
50
億
人

を
突
破
し
た
こ
と
か
ら
、
世
界
の

人
口
問
題
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
、
１
９
８
９
年
に
国

連
人
口
基
金
が
定
め
ま
し
た
。

　
国
際
連
合
に
よ
る
と
20
世
紀
に

入
っ
た
頃
の
世
界
の
人
口
は
約

16
億
５
０
０
０
万
人
だ
っ
た
の

で
、
わ
ず
か
90
年
弱
で
人
口
が
３

倍
に
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
人
口
は
、
約

70
億
人
、
２
０
５
０
年
に
は
約

90
億
人
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
現
代
社
会
で
は
、
こ
う
し
て
人

口
が
増
え
続
け
る
中
、
飢
餓
人
口

も
増
加
し
食
料
問
題
な
ど
様
々
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

「
世
界
人
口
デ
ー
」
か
ら
、
あ
ら

今
月
の
人
権
ニ
ュ
ー
ス

　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
交
流
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
人
権
セ
ン

タ
ー
「
夕
涼
み
会
」
も
今
年
で
14

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
、
幼
児
向
け
の
映
画
会

を
並
行
し
て
開
催
し
ま
す
。
ほ
か

に
も
趣
向
を
凝
ら
し
て
、
様
々
な

催
し
物
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
27
日
（
土
）
午
後

６
時
～
８
時

　
映
画
会
は
、
午
後
７
時
開
始

（
雨
天
の
場
合
は
、
28
日
（
日
）、

28
日
が
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

■
場
所
　
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
輪
投
げ
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
等
軽
食
コ
ー

ナ
ー
・
映
画
会
な
ど

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

○�

み
ん
な
で
、
い
ば
ら
ま
ん
じ
ゅ

う
を
つ
く
ろ
う
！

　
農
家
の
野
上
が
り
ま
ん
じ
ゅ
う

と
し
て
親
し
ま
れ
て
、
そ
の
家
々

で
作
り
方
が
微
妙
に
違
っ
て
い
た

い
ば
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
。
翌
日
に

な
っ
て
も
柔
ら
か
い
、
い
ば
ら
ま

ん
じ
ゅ
う
の
作
り
方
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
と
き
　
７
月
16
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

■
講
師
　
西
村
　
敬
子
さ
ん

　
　
　
　
中
川
　
さ
だ
子
さ
ん

■
参
加
費
　
４
０
０
円

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
・
い
ば
ら
の
葉
っ

ぱ
20
～
30
枚

■
受
講
資
格
　
町
内
在
住
の
２
０

歳
以
上
の
か
た

■
申
し
込
み
　
７
月
２
日
（
火
）

～
５
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後

楽
し
い
手
作
り
教
室

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

「
夕
涼
み
会
」
の
お
知
ら
せ

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

ゆ
る
人
々
の
「
人
権
」
に
つ
い
て

考
え
た
り
、
食
料
や
資
源
を
分
け

合
っ
て
暮
ら
し
て
行
け
る
よ
り
よ

い
世
界
を
構
築
し
て
い
く
決
意
を

再
確
認
し
た
い
も
の
で
す
。

　
特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
悩
み
事
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
８
日
（
木
）　
午

前
９
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

■
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
。

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

農
地
の
適
正
な
保
全
と
管
理
を

【
明
和
町
農
業
委
員
会
】

農
地
は
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

「
大
切
な
資
源
」
で
す
。
耕
作
放

棄
と
な
っ
て
荒
れ
た
農
地
は
、

周
囲
の
優
良
な
農
地
の
迷
惑
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
不
燃
ゴ
ミ
・

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
、
冬
場

の
枯
草
火
災
を
誘
発
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

農
地
法
で
は
「
農
地
の
所
有

者
（
ま
た
は
利
用
者
）
の
『
適

正
か
つ
効
率
的
な
利
用
の
確

保
』
の
責
務
」
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
所
有
者
・
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
農
地

が
荒
れ
な
い
よ
う
、
そ
の
保
全

と
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

明
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
の
違
反
転
用
監
視
と
利
用
状
況

の
調
査
を
兼
ね
て
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

耕
作
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
少
な
く
と
も
年
に
２
回
以
上

の
草
刈
り
等
に
よ
っ
て
、
農
地
の

適
正
な
保
全
と
管
理
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　  

◇

※
農
地
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
明

和
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

52
・
７
１
４
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　　　　 　　　　　　　      ５月中の
　　　　　　　　　　　　　　　主な増減
総人口：23,291人　出生：13人

　　男：11,226人　死亡：19人

　　女：12,065人　転入：53人

世帯数：8,403世帯　転出：54人

６月の人口

人 の う ご き

お知らせ
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

町
長
日
曜
座
談
会  

７
月
14
日
・
８
月
11
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換
を

通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
毎
月

１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
月
と
８
月
の
日

程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
７
月
14
日（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
７
月
８

日（
月
）、
②
８
月
11
日（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
８
月
５

日（
月
）　
■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階
　
町
長
室
　
■
対
象
＝
町
内
に
在
住

す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で
構
成
す
る
各
種
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
　
■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ

ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日
を
除

く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

７
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
日
に
役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開

庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
７
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時
　
７
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜

５
時
15
分

※
参
議
院
選
挙
当
日
は
日
曜
開
庁
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心

に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、
事
前
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp
://w
w
w
.

to
w
n.m
eiw
a.m
ie.jp

/

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で
は
、

家
族
や
同
僚
な
ど
が
倒
れ
た
時
、

あ
な
た
に
で
き
る
応
急
手
当
の
講

習
会
（
普
通
救
命
講
習
）
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
27
日（
土
）　
午
前

９
時
〜
正
午

■
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館
１

階
「
梅
の
間
」

■
内
容
　
①
応
急
手
当
の
重
要
性
、

②
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心

肺
蘇
生
法
＝
成
人
に
対
す
る
方
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）

■
募
集
人
員
　
30
人
（
中
学
生
以

上
対
象
）

■
募
集
期
間
　
７
月
５
日（
金
）〜

16
日（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締

め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
消
防
本
部
ま
た
は
最

寄
り
の
消
防
署
・
分
署
で
、
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
松

阪
地
区
広
域
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
「
松
阪
消

防
」
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
修
了
証
の
交
付
　
受
講
修
了
者

普
通
救
命
講
習
会
の

受
講
者
募
集

【
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
】

に
は
「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
救
急
係
（
☎

０
５
９
６
・
52
・
５
６
０
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
明
和
町
で
の
平
成
24
年
度
の
ゴ
ミ

収
集
総
重
量
は
８
１
８
９
ト
ン
で
し

た
。
内
訳
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
内
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
皆
さ

ん
に
集
団
回
収
し
て
い
た
だ
い
た

資
源
ご
み
は
、
紙
類
が
４
９
９
ト

ン
、
布
類
が
20
ト
ン
、
ア
ル
ミ
缶

が
６
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

平
成
24
年
度
の
ご
み
収
集

明
和
町
の
総
重
量
は

�

８
１
８
９
ト
ン

環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎
52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
明
和
町
で
は
、
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
町
民
や
来
町
者
の
安
全
確

保
を
行
う
た
め
、
避
難
誘
導
対
策

等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
24
年

12
月
に
中
電
興
業
株
式
会
社
松
阪

営
業
所
と
民
間
活
力
を
活
か
し
た

ス
ポ
ン
サ
ー
付
の
避
難
誘
導
看
板

の
設
置
を
進
め
る
た
め
、「
広
告

付
き
避
難
場
所
看
板
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
積
極
的
に
看
板
設
置
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
町
民

の
皆
様
、
事
業
所
の
皆
様
に
も
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

参

考
　

巻

看

板

制

作

費

７
０
０
０
円
程
度
、
年
間
広
告
費

1
万
２
６
０
０
円
程
度

※
詳
し
く
は
、
防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
０
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
柱
取
付
型
（
ス
ポ
ン
サ
ー

付
）
避
難
場
所
誘
導
看
板
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
！

品目 重量（t） 割合（％）

可燃物 6,304 76.98

缶・金属類 164 2.00

粗大ごみ 241 2.94

プラスチック類 106 1.29

ペットボトル 40 0.49

資源びん 154 1.88

ガラス 17 0.21

品目 重量（t） 割合（％）

陶磁器類 36 0.44

蛍光管 3 0.04

紙類 936 11.43

布類 64 0.78

瓦・レンガ等 124 1.51

合計 8,189 100.00

■平成 24 年度 ごみ収集の内訳

お知らせ
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）
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８
月
11
日（
日
）

●
広
告
チ
ラ
シ
で
リ
ー
ス
作
り
…

８
月
17
日（
土
）

●
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ペ
ン
立
て
作
り
…

８
月
25
日（
日
）

※
詳
し
く
は
受
付
申
込
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
生
ご
み
を
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ

て
ス
テ
キ
な
堆
肥
に
!!

■
と
き
　
７
月
27
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午
ま
で 

■
と
こ
ろ
　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
　
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

■
持
ち
物
　
蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝
70
㎝

以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

■
定
員
　
30
人
（
１
家
族
1
人
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
申
込
み
　
７
月
10
日
（
水
）
よ

り
受
付
し
ま
す
。

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎

38
・
２
８
０
０
）

※
い
せ
ト
ピ
ア
の
ま
な
び
の
パ
ス

ポ
ー
ト
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」

講
習
会
参
加
者
募
集

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、

小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
親
子
リ

サ
イ
ク
ル
教
室
を
開
講
し
ま
す
の

で
、
多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
各
教
室
と
も
開
催

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
に
て

受
付

■
申
込
先
　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
　（
☎
38
・
２
８
０
０
）

■
開
講
時
間
　
午
前
10
時
～
正
午

■
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

■
申
込
資
格
　
伊
勢
市
、明
和
町
、

玉
城
町
、
度
会
町
に
在
住
の
小
学

生
と
保
護
者

■
受
講
料
　
無
料

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル

教
室
日
程
等

●
夏
休
み
自
由
研
究
（
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
）…
７
月
20
日（
土
）

●
廃
食
油
で
キ
ャ
ン
ド
ル
・
せ
っ

け
ん
作
り
…
７
月
21
日（
日
）

●
牛
乳
パ
ッ
ク
で
葉
書
作
り
…
８

月
３
日（
土
）

●
新
聞
紙
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
…

８
月
４
日（
日
）

●
貝
が
ら
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
…

 

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

 

か
ら
お
知
ら
せ 

  
夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル

  
教
室
の
参
加
者
募
集

　
８
月
３
日
は
「
司
法
書
士
の

日
」
で
す
。
こ
の
「
司
法
書
士
の

日
」
を
記
念
し
、
三
重
県
司
法
書

士
会
松
阪
支
部
で
は
、
不
動
産
の

相
続
や
売
買
な
ど
登
記
に
関
す
る

こ
と
を
は
じ
め
、
成
年
後
見
に
関

す
る
こ
と
、
借
金
に
関
す
る
こ

と
、
そ
の
他
訴
訟
に
関
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
に
よ

る
無
料
相
談
会
を
次
の
よ
う
に
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
３
日
（
土
）
※
予

約
不
要

８
月
３
日
　
司
法
書
士
の
日

「
無
料
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

お知らせ
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）

　
午
後
０
時
30
分
～
５
時
（
受
付

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
場
所
　
明
和
町
役
場
　
１
階
　

研
修
室

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
長
　
竹
田
豊
司
法
書

士
（
☎
０
５
９
８
・
20
・
０
３
３
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

 

多
重
債
務
問
題
と

 

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
18
日（
木
）　
午
後

６
時
〜
８
時
（
受
付
午
後
７
時
30

分
ま
で
）

■
場
所
　
松
阪
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室
（
松
阪
市
日
野
町

７
８
８
　
カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３

階
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【子どもチャレンジ教室の参加者募集】
明和町中央公民館では、子どもチャレンジ教室（ト

ールペイント）の参加者を次のとおり募集しています。

オリジナルにペイントして、風鈴を作ってみませんか。

■日時と場所　7月28 日 (日 )　午前 9 時 30 分〜 11

時30分、中央公民館

■対象と定員　小学校 1年生〜 6年生児童、15人（1

〜2年生は保護者同伴）

■材料費　700 円（当日に徴収します）

■持ち物　エプロン、ぞうきん

■申し込み　7月 22 日（月）〜 24 日（水）に、中央

公民館へ電話で申し込み（☎ 52・7132、午前 9時〜
午後 5時）

※詳しくは、中央公民館へお問い合わせください。

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後が標準河川水）、
ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生物の働きによって分解されると
きに消費される酸素量で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中
に浮遊している微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素量
で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※ＢＯＤ・ＳＳ・ＤＯの単位＝m g /ℓ

三
河
川
の
水
質

ＢＯＤ

8.4

9.0

9.1

7.2

59.0

43.0

7.3

7.2

7.0

祓　川（下御糸橋） 0.6

1.3

1.5

笹笛川（八木戸橋）

大堀川（大堀川橋）

河川名
ＰＨ ＳＳ ＤＯ

項　　　目

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上

8.5以下
3.0以下 25.0以下 5.0以上

採水日 （平成２５年５月８日）

ＢＯＤ

6.9

7.4

7.8

8.4

6.6

13.0

7.3

7.9

6.8

祓　川（下御糸橋） 0.9

1.1

1.3

笹笛川（八木戸橋）

大堀川（大堀川橋）

河川名
ＰＨ ＳＳ ＤＯ

項　　　目

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上

8.5以下
3.0以下 25.0以下 5.0以上

採水日 （平成２５年４月３０日）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

付
す
る
申
込
用
紙
（
３
カ
月
以
内

に
撮
影
し
た
写
真
貼
付
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
同
荘
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
（
受
付
）
期
間
　
７
月
１

日（
月
）
か
ら
26
日（
金
）
ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
必
着
。
土
・
日
曜

日
、
祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
。
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

■
試
験
日
時
　
一
次
試
験
（
筆
記

試
験
）
＝
９
月
22
日（
日
）
午
前

10
時
～
・
三
重
県
立
松
阪
工
業
高

宮
川
福
祉
施
設
組
合
で
は
、
平

成
26
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

■
職
種
　
介
護
職
員

■
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

■
受
験
資
格
　
高
等
学
校
以
上
を

卒
業
の
人
及
び
平
成
26
年
3
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で
普

通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

■
応
募
方
法
　
や
ま
び
こ
荘
（
多

気
郡
大
台
町
江
馬
２
６
０
）
で
交

等
学
校
、
二
次
試
験
（
作
文
、
面

接
）
＝
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
日
　
平
成
26
年
４
月

１
日

■
給
与
等
　
宮
川
福
祉
施
設
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
規
定

に
基
づ
く
給
料
、
諸
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
や
ま
び
こ
荘
人
事

担
当
係
（
☎
０
５
９
８
・
76
・
１

３
６
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）
に
つ
い
て
、
下

記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
７
月
16
日
（
火
）

～
25
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

■
申
込
方
法
　
郵
送（
簡
易
書
留
）

■
第
１
次
試
験
日
　
９
月
15
日

（
日
）

■
受
験
資
格
　
平
成
25
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
等
学
校
卒
業
後
２

年
以
内
の
人
及
び
平
成
26
年
３
月

末
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験
に
つ
い
て

見
込
み
の
人

※�

受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て
は

裁

判

所

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

（h
ttp://w

w
w
.cou
rts.go.jp/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
資
料
請
求
　
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
掲
載
の
ほ
か
最
寄
り
の
裁
判

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
津
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
４
８
０
５
）

－１）

■町内の治安情勢 （平成２５年４月１日～３０日、 概数）

手　　　　口 件数（前月比） 手　　　　口 件数（前月比）

空き巣ねらい

忍び込み

部品ねらい

車上ねらい

オートバイ盗

自転車盗

その他

合　　計

１（

－１）０（

－８）９（

　－１６）１４（

－１）１（

－１）０（

－１）０（

－３）３（

■最大震度別地震回数 （平成２５年５月１日～３１日）

震　度

全　国

明和町

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

※役場に設置の計測震度計による。

 ※

１３４ ５２ １７ ２ ０ １ ０ ０ ０ ２０６

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

前 年 比（累計）

交通事故総件数

人身事故件数

負傷者数

死 者 数

物損事故件数

５３件

７件

９人

０人

４６件

２３１件

４１件

５５人

１人

１９０件

－４件

－７件

－４人

０人

３件

■町内の交通事故発生状況 （平成２５年５月１５日現在）

平成２５年１月
か ら の 累 計

平成２５年４月
( 概 　 　 数 )

■一般曹候補生

　年　齢：18歳以上27歳未満の男女

　受　付：9月6日（金）まで

　試験日：9月16日（月）及び17日（火）（うち1日）

■自衛官候補生（男子）

　年　齢：18歳以上27歳未満

　受　付：9月3日（火）まで

　試験日：9月16日（月）及び17日（火）（うち1日）

　※�定員に満たない場合は11月以降に追加募集を行う場合が

あります。

■自衛官候補生（女子）

　年　齢：18歳以上27歳未満

　受　付：9月6日（金）まで

　試験日：9月22日（日）～26日（木）（うち1日）

■防衛大学校学生

①推薦　　　　受　付：9月9日（月）まで

　　　　　　　試験日：9月28日（土）及び29日（日）

②総合選抜　　受　付：9月9日（月）まで

　　　　　　　試験日：9月28日（土）

③一般（前期）　受　付：9月30日（月）まで

　　　　　　　試験日：11月9日（土）及び10日（日）

④一般（後期）　受　付：平成26年1月31日（金）まで　

　　　　　　　試験日：平成26年3月1日（土）

※�このほか、防衛医科大学校学生、航空学生、看護学科学生（自

衛官コース）も募集します。受験資格や試験期日等、詳しく

は防衛省自衛隊伊勢地域事務所（伊勢市神久2-1-58、☎
0596・23・3880、 http://www.mod.go.jp/pco/mie/）へお問

い合わせください。

平 成 ２５ 年 度  自 衛 官 等 の 募 集

お知らせ
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）
 

宮
川
福
祉
施
設
組
合
　
職
員
の
募
集

７
月
１
日
〜
26
日
に
受
け
付
け
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ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

■
日
時
　
７
月
31
日
、
８
月
７

日
・
21
日
・
28
日(
各
水
曜
日
、

計
４
回
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
場
所
　
総
合
体
育
館
　
体
育
室

（
ア
リ
ー
ナ
）

■
対
象
者
　
町
内
の
小
学
１
年
生

～
６
年
生

■
募
集
人
数
　
先
着
25
人

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
７
月
10
日

（
水
）
～
17
日
（
水
）　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
８
時

Jr
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

■
日
時
　
８
月
３
日
・
10
日
・
17

日
・
24
日
・
31
日
（
各
土
曜
日
、
計

５
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所
　
斎
宮
小
学
校
　
体
育
館

■
対
象
者  

町
内
の
小
学
１
年
生

～
６
年
生
ま
で
の
女
子
児
童

■
募
集
人
数
　
先
着
20
人

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
７
月
12
日

（
金
）
～
21
日
（
日
）　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
８
時

 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

 

の
参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
体
育
協
会
】

水
泳
ス
ク
ー
ル

■
日
時
　
８
月
５
日
・
６
日
・
７

日
・
８
日(

月
～
木
曜
日
、
４
日

間
コ
ー
ス
）
午
後
0
時
30
分
～
１

時
30
分
（
水
泳
時
間
）

■
場
所
　
伊
勢
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
（
伊
勢
市
岩
渕
）

■
集
合
場
所
・
時
間
　
明
和
町
総

合
体
育
館
玄
関
前
、
午
前
11
時
40

分
集
合
（
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
）

■
日
程
　
明
和
町
総
合
体
育
館

（
11
時
50
分
発
）
→
伊
勢
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
水
泳
時
間
午
後

０
時
30
分
～
1
時
30
分
）
→
明
和

町
総
合
体
育
館
（
午
後
2
時
～
2

時
15
分
頃
着
）

■
対
象
者  

町
内
の
小
学
１
年
生

～
６
年
生

■
募
集
人
数
　
先
着
40
人

■
参
加
費
　
３
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
７
月
８
日

（
月
）
～
15
日
（
月
・
祝
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
8
時

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
フ
ラ
ダ
ン
ス

■
日
時
　
８
月
10
日
・
24
日
・
31

日
、
９
月
７
日
（
各
土
曜
日
、
計

４
回
）　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所
　
総
合
体
育
館
　
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
室
（
※
９
月
７
日
の
み

総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー
）

■
対
象
者
　
町
内
・
近
隣
市
町
の

18
歳
以
上
の
男
・
女

■
募
集
人
数
　
先
着
10
人

■
参
加
費
　
町
内
１
０
０
０
円
・

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料
　
１
８
５
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
７
月
19
日

（
金
）
～
28
日
（
日
）　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
8
時

※�

年
間
開
催
予
定
一
覧
表
か
ら
予

定
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

明
和
柔
道
教
室

■
日
時
　
８
月
11
日
・
18
日
・
25

日
、
９
月
１
日
　(

各
日
曜
日
、

計
４
回
）
午
前
10
時
～
正
午

■
場
所
　
総
合
体
育
館
　
柔
道
場

■
対
象
者  

町
内
の
小
学
１
年
生

～
中
学
３
年
生

■
募
集
人
数
　
先
着
10
人

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
保
険
料
　
８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
７
月
22
日

（
月
）
～
29
日
（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

や
さ
し
い
ヨ
ガ

■
日
時
　
８
月
28
日
、
９
月
４

日
・
11
日
・
18
日
（
各
水
曜
日
、

計
４
回
）
午
後
７
時
30
分
～
９
時

※�

年
間
開
催
予
定
一
覧
表
か
ら
予

定
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■
場
所
　
総
合
体
育
館
　
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
室

■
対
象
者
　
町
内
・
近
隣
市
町
の

18
歳
以
上
の
男
・
女

■
募
集
人
数
　
先
着
15
人

■
参
加
費
　
町
内
１
０
０
０
円
・

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料
　
１
８
５
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
７
月
31
日

（
水
）
～
８
月
７
日
（
水
）　
午
前

８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
詳
し
い
内
容
は
各
小
学
校
を
通

じ
て
配
布
す
る
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
総
合
体
育
館
受
付
窓
口
に
あ
る

申
込
用
紙
（
小
学
生
対
象
ス
ク

ー
ル
等
は
各
学
校
へ
配
布
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
参
加
費
・

保
険
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
日
程
・
会
場
等
は
事
情
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協
会

（
町
総
合
体
育
館
内
、
☎
52
・

７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

　
明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン

未
就
園
児
と
保
護
者
の

皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い

タ
ー
・
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
は
、
保
育

所
や
幼
稚
園
に
未
就
園
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
各
種
行
事
な
ど
を

通
じ
て
一
緒
に
お
話
し
し
た
り
、

楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
ま
た
子
育
て

な
ど
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
で

す
。
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
で
は
、
各
種

行
事
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
植
え
を
し
よ
う
！

■
日
時
　
７
月
３
日
（
水
）、
４

日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時

■
定
員
　
15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
小
麦
粉
粘
土
で
あ
そ
ぼ
う
！

■
日
時
　
７
月
９
日
（
火
）
午
前

10
時
～
11
時

■
定
員
　
15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
お
は
な
し
会

■
日
時
　
７
月
11
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時

■
定
員
　
な
し
、
予
約
不
要

◎
栄
養
相
談

■
日
時
　
７
月
12
日
（
金
）
午
前

10
時
～
11
時

■
申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る

人
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
水
遊
び
玩
具
を
作
ろ
う
！

■
日
時
７
月
17
日
（
水
）、
18
日

お知らせ
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

④
歯
科
保
健
指
導
　

■
検
診
料
金
　
無
料

※
詳
し
く
は
長
寿
健
康
課
（
☎

52
・
７
１
１
６
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
歯
周
病
検
診
の
内
容

①�

問
診
に
よ
る
生
活
習
慣
や
自
覚

症
状
の
確
認

②
視
診
察

③
Ｃ
Ｐ
Ｉ
検
査
（
歯
周
組
織
検
査
）

（
木
）
午
前
10
時
～
11
時

■
定
員
　
10
人
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

■
日
時
　
７
月
31
日
（
水
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
定
員
　
15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
み

■
持
ち
物
　
水
着
（
水
遊
び
用
の

紙
パ
ン
ツ
可
）、
タ
オ
ル

※
天
候
や
気
温
に
よ
っ
て
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
場
所
は
い
ず
れ
も
い
ち
ご
ク
ラ

ブ
で
す
。
詳
し
く
は
、
い
ち
ご
ク

ラ
ブ
（
☎
０
８
０
・
４
１
５
５
・�

０
２
９
１
＝
平
日
の
午
前
８
時
30

分

～

午

後

５

時
、

 http://

w
w
w
.toy
otsujidou.com

）

へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
概
要
】

■
行
事
等
の
対
象
者
＝
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

■
所
在
地
＝
認
可
保
育
所
・
明
和

ゆ
た
か
保
育
園
（
大
字
斎
宮

３
５
３
５
ー
１
）
２
階

■
開
所
日
時
＝
土
・
日
曜
日
と
祝

日
・
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
９

時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

　
明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
介
護
者
い
き
い
き
講
座

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
内
容
　
介
護
を
が
ん
ば
り
た
い

け
ど
体
の
疲
れ
が
と
れ
な
く
て
…

介
護
者
の
健
康
作
り
も
介
護
を
す

る
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
の
講
座
で
は
介
護
者
の
健
康
を

保
つ
こ
と
を
目
的
に
、
介
護
の
疲

れ
を
癒
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ

る
体
操
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
25
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

多
目
的
室

■
講
師
　
ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
　
プ
ラ

ー
ナ
　
荒
木
も
と
み
さ
ん

■
参
加
費
　
無
料

■
参
加
申
し
込
み
　
当
日
ま
で
に

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
７
１
２
７
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
を
通
じ
て
健
康
を
維
持

「
ヨ
ガ
の
ゆ
っ
た
り

　
体
ほ
ぐ
し
体
操
１
」

～
か
ら
だ
、
こ
こ
ろ
、

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～

【
介
護
者
い
き
い
き
講
座
】

歯
周
病
検
診
の

お
知
ら
せ

し
、
食
べ
る
楽
し
み
を
享
受
で
き

る
よ
う
壮
年
期
か
ら
の
歯
の
喪
失

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
歯

周
病
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
　
40
歳
以
上
の
人
で
、
職

域
等
で
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会

の
な
い
人
。

■
実
施
期
間
　
７
月
１
日
（
月
）

～
平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）

（
各
医
療
機
関
の
診
療
日
時
）

■
申
し
込
み
　
※
検
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
医
療
機
関
へ
事
前
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。「
歯
周
病
検

診
票
」
は
役
場
長
寿
健
康
課
と
各

実
施
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

■
実
施
機
関
　
松
阪
地
区
歯
科
医

師
会
管
内
の
医
療
機
関

第７回「美し国三重市町対抗駅伝」
明和町代表選手候補を募集

「美（うま）し国三重市町対抗駅伝」明和町実行委

員会では、第 7回「美し国三重市町対抗駅伝（平成

26 年 2 月 16 日 ( 日 )、三重県庁前〜三重県営総合競

技場陸上競技場、42．195キロ・10 区間）」の上位入

賞を目指して、明和町代表選手候補を募集しています。

代表選手候補の応募は、自薦他薦を問いません。明

和町内在住で「走り」に自信のある皆さん、ぜひ実行

委員会へご連絡ください。

■連絡・問い合わせ先　①明和町教育委員会教育課（☎
52・7124、 52・7133）、②明和町体育協会（明和

町総合体育館内　☎ 52・7130、 52・7135）

※応募の際は、参考のために「最近の主な大会記録」

のご提出をお願いします。

前回駅伝の様子（写真は明和町体育指導員提供 )

【お知らせ】精神疾患を治療中の皆さんへ

ご存じですか　精神通院医療
自立支援医療費（精神通院医療）制度とは、
精神疾患（てんかんも含む）の治療のために、
指定医療機関（各都道府県等から指定を受けた
病院等）に通院されている人を対象に、通院医
療費の 9割までを公費で負担される制度です。
自己負担は原則 1割ですが、一定の要件によ
り毎月の上限額が設定される場合があります。
■有効期間　1年間（毎年更新が必要）
■対象者　統合失調症、精神作用物質による急
性中毒またはその依存症、知的障害、精神病
質その他の精神疾患を有する人で、通院によ
る精神医療を継続的に要する人（入院医療は
適用外）

■対象となる医療費　診察料、薬代（精神疾患
を治療する薬以外は原則対象外）、訪問看護
等
※詳しくは、福祉子育て課福祉係（☎ 52・
7115）へ。

お知らせ
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）
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■日時と内容　① 7月 1日（月）　午前 9時 30 分〜正午＝

行政相談・心配ごと相談、② 7 月 16日（火）　午後
1時 30 分〜 4時＝心配ごと相談、③ 8月 5日（月）　午

前 9 時 30 分〜正午＝行政相談・心配ごと相談、④ 8

月 19日（月）　午後 1時 30分〜 4時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎ 52・7056）へ
お問い合わせください。

７月と８月の行政相談・心配ごと相談

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時　① 7 月 9 日（火）、② 8 月 13 日（火）　時間は、

各日とも午前 10 時〜正午・午後 1時〜 3時

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係

　（☎ 5 2・7117）へお問い合わせください。

７月と８月の「消費生活相談」窓口の開設

お知らせ
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
７
月
５
日

（
金
）
＝
平
成
23
年
12
月
生
ま
れ
　

②
８
月
２
日
（
金
）
＝
平
成
24
年

１
月
生
ま
れ

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児
　
①
７
月
30
日

（
火
）
＝
平
成
22
年
12
月
生
ま
れ
　

②
８
月
27
日
（
火
）
＝
平
成
23
年

１
月
生
ま
れ

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
７
月
19
日

（
金
）
＝
平
成
21
年
12
月
生
ま
れ
　

②
８
月
23
日
（
金
）
＝
平
成
22
年

１
月
生
ま
れ

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

 

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

   

場
所
は 

い
ず
れ
も

   
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者
　
７
月
２
日
（
火
）・

８
月
１
日
（
木
）
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
子
ど

も
の
名
前
・
生
年
月
日
を
福
祉
子

育
て
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）
へ

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
・
対
象
者
　
７
月
12
日
（
金
）

＝
平
成
25
年
２
月
～
平
成
25
年
５

月
出
生
児
（
今
ま
で
参
加
さ
れ
た

こ
と
の
無
い
人
）

■
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し
む

育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師
　
チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ

ワ
ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
助
産
師
　

中
村
幸
美
さ
ん

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
50
分
ま

で■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚

■
申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
子
ど

も
の
名
前
・
生
年
月
日
を
福
祉
子

育
て
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）
へ

７
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期

７
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は

次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き

を
除
く
）。

■
固
定
資
産
税
＝
第
２
期
分
、
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝

各
第
４
期
分
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
＝
第
１
期
分

■
納
期
限
＝
７
月
31
日（
水
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
７
月
29
日

（
月
）に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時
　
７
月
８
日（
月
）、
７
月

23
日（
火
）、
各
日
と
も
午
後
５
時

15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容
　
税
務
課
、町
税
・

保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時
　
７
月
７
日
・
14
日
・
21

日
・
28
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日

と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容
　
会
計
課
、町
税
・

保
険
料
の
納
付

※
参
議
院
選
挙
当
日
と
な
る
日
曜

日
は
開
設
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　 

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
52
・

７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「個別医療機関で行うがん検診及び肝炎ウイルス検診」
～ 7月から始まります～

各種がん検診及び肝炎ウイルス検診について

がん検診は自覚症状のない段階で早期発見されること

で、がんが治る可能性が大きく高まること、早期治療によ

り、身体的・精神的・経済的な治療負担も軽減されること

が期待されます。今年度も医療機関の協力を得て、個別で

の各種がん検診（胃・肺・大腸・子宮頸部・乳・前立腺）

及び肝炎ウイルス検診を実施します。実施期間は、７月１

日（月）～平成26年2月28日（金）（各医療機関の診療日時）

です。詳しくは、全戸配布したチラシをご覧ください。

《受け方》受けたいがん検診を行っている病院を確認し、

予約を入れてください。がん検診（結果）票は、長寿健

康課又は、医療機関にあります。事前に検診票を郵送希

望の方はご連絡ください。健康保険証を持って希望の医

療機関で受診ください（住所地確認のため免許証があれ

ばお持ちください）。

＊検診結果は受診された医療機関へお尋ねください。

詳しくは長寿健康課（☎ 52・7116）へ。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

●読み聞かせ
　ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせを次

のとおり行います。たのしいおはなしがいっぱいあるよ。

○今月のおはなし会
【「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ】

■内容　絵　本「ちいさな　ちいさな　おかしのまち」

　　　　　　　「おへそのあな」

　　　　紙芝居「おとうふさんとそらまめさん」

■日時　7月 28 日（日）午後 2時～

■場所　ふるさと会館１階児童室

【「会館スタッフ」による読み聞かせ】

■日時　7月 25 日（木）午前 11 時～

■場所　ふるさと会館 1階児童室

【「てんとうむし」による読み聞かせ】

■お休みです

○ワークショップ　「紙で立体昆虫を作ろう」
■日時　7月 24 日（水）午前 10 時～正午

■場所　ふるさと会館多目的室

■募集人数　10 人

■申し込み　7月 9日（火）～

■費用　100 円

■対象　どなたでも応募できます。（小さいお子さんは保

護者同伴で）

■講師　見並俊博さん

○７月特別展「押し花展」開催のお知らせ
■期間　７月７日（日）まで

■場所　ふるさと会館２階特別展示コーナー

○７月特別展「明和町老人クラブ連合会趣味の作
品展」開催のお知らせ
■期間　7月 17 日（水）～８月４日（日）　

■場所　ふるさと会館２階特別展示コーナー

○ 7月の休館日
1 日（月）、8日（月）、16 日（火）、22 日（月）、29 日（月）

31 日（水／月末館内整理日））

15 日（月／海の日）は祝日開館

※詳しくは、ふるさと会館（☎ 52・7131）へお問い合わせ

下さい。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

☆機織り体験（予約制）
　夏に涼しげな麻織りや、光沢のある絹織りから選んで、
古代の機織り体験ができます。
　糸はすべて草木染めの自然な色合いで織ることができ
るので、オリジナル織物がつくれます。
　夏休みに体験してみてはいかがですか。
■体験日時　7月14日（日）、31日（水）　8月14日（水）　
　　　　　　①午前10時～正午／②午後1時30分～3時30分
■参加費　麻・絹　各1,500円
■定員　各時間　麻4人　絹2人（先着順）
■申し込み　希望日の前月1日より電話予約
＊1日コースもあります。詳しくはお問い合わせください。

☆土器づくり（予約制）
　斎宮跡から出土した土器を参考にして、緑釉陶器をつ
くります。
　講師からつくり方など説明がありますので、初めての
方でも安心です。夏休みにこちらも体験してみてはいか
がですか。
■体験日時　8月10日（土）　午前10時～正午
■参加費　1,500円
■定員　20人（先着順）
■申し込み　7月2日（火）より電話予約

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎52・3890）へ

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

お知らせ
広報めいわ            ７月号平成25 年

（2013年）
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今月号の主な内容

第31回斎王まつり禊（みそぎ）の儀の様子。
詳しくは本紙10～11頁をご覧ください。

●まちの話題：町制55周年記念式典・記念講演会……………2P～
●第31回斎王まつりなど………………………………………10P～
●ひと・まち・ふれあい企画　手作り教室などのご案内………12P～
●各種スポーツ教室参加者募集ほか…………………………16P
●明和町行政チャンネル番組表ほか…………………………20P

年年

月号7
2013

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容・時間等を予告なく変更する場合があり
ますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容

午前６
７
８
９
10
11

６月２７日（木）～
７月４日（木）

７月４日（木）～
７月１１日（木）

●明和ニュース：①双葉幼稚園 茅の輪くぐり、
　　　　　　　②社会を明るくする運動 法務大臣メッセージ伝達、ほか
●明 和 コ ラム：第３回みに･みに運動会
●特　　　　集：めいわ防災情報１～５

●明和ニュース：①前野の浅間行事、
　　　　　　　②第３８回三重県少年剣道練成大会、ほか
●明 和 コ ラム：シリーズまちかど博物館「呑海工房」
●特　　　　集：町内小学校運動会（大淀・下御糸・斎宮・修正）

７月１１日（木）～
７月１８日（木）

●明和ニュース：①大淀ふれあいキャンプ場安全祈願祭、
　　　　　　　②有爾中の天王踊り･羯鼓(かんこ)踊り、ほか
●明 和 コ ラム：三重県知事と明和町長の１－１対談
●特　　　　集：明和町老人クラブ連合会 ミニ運動会

●明和ニュース：①上村の天王祭、
　　　　　　　②蓑村の虫送り、ほか
●明 和 コ ラム：めいわ防災情報７
●特　　　　集：町長定例記者会見

７月１８日（木）～
７月２５日（木）

７月２５日（木）～
８月１日（木）

●明和ニュース：①三重県知事と明和町長の１－１対談、
　　　　　　　②明和町老人クラブ連合会 ミニ運動会、ほか
●明 和 コ ラム：めいわ防災情報６
●特　　　　集：町長定例記者会見

６：00
７：00
８：00
９：00

10：00
11：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

0：00
1：00
2：00
3：00
4：00
5：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

6：00
7：00
8：00
9：00

10：00
11：00

0：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム

午後０
１
２
３
４
５

６
７
８
９
10
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深夜

0：20～6:00　休止

放送時間・番組

http://www.town.meiwa.mie.jp/ 

広
報

め
い

わ
 

N
o.5

4
9

平
成

2
5

年
(2

0
1

3
年

)7
月

号
発

行
日

：
平

成
2

5
年

7
月

１
日

発
　

行
：

三
重

県
明

和
町

〒
515

-0
3

3
2

 三
重

県
多

気
郡

明
和

町
大

字
馬

之
上

9
4

5
番

地

TEL：
0

5
9

6
-5

2
-7112(防

災
企

画
課

) FA
X：

0
5

9
6

-5
2

-7
1

3
3

(役
場

庁
舎

２
階

)

三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

明和町行政チャンネル番組表 〈6月27日（木）～8月1日（木）〉

※放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後０時）に更新します。

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検
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